
 図り，財政状況とのバランスを勘案しながら，継続的な重点事業に配慮した予算編成を行いました。

（２）　安全な水道水を，将来にわたり安定して給水するため，老朽化した送配水ポンプ設備や配水管
 を計画的に更新します。平成２３年度は，倉橋町宇和木ポンプ所・豊浜町小野浦ポンプ所の設備及
 び平原浄水場東部水系の幹線部分を含めた老朽配水管約１０．４ｋｍを更新します。

（３）　地下漏水を発見し，二次災害の防止と有効率の向上を目的とした漏水調査を，旧呉市内，下蒲刈
    地区及び蒲刈地区で実施します。

（４）　計画的に未給水地区の解消を図ります。平成２３年度は，安浦町跡条地区に配水管を新設します。
    （解消戸数１０戸）

（５）　水道管等の維持管理体制を充実し，また後世代に情報や技術を伝承するため，水道情報管理シ
    ステムを整備するとともに施設カルテを作成します。

（６）　入札手続の透明性確保，コストの縮減，競争性の向上及び事務の迅速化を図るため，建設工事等
    の入札事務について平成２４年度の電子化に向けて準備を開始します。

（７）　基幹施設である宮原浄水場の統合整備工事を昨年度に引き続き施工します。
    （平成20年度から平成24年度の5ヵ年継続事業）

（１）　平成１９年度に策定した「第２次呉市水道局経営計画」をもとに，コストダウンへの積極的な取組を

平成２３年度水道事業予算の概要

平成２３年度水道事業予算の内容

収益的収支

　事業運営に関する予算です。ご家庭に給水する経費とその財源です。

水道料金
 51億7千万円

宮原浄水場の
県施設の管理
の受託料
 1億9千万円

水道を新しく引くとき
に支払う加入金収
入

その他
 2億9千万円

減価償却費
11億3千万円

その他
7億円

借入金の利息
 3億3千万円

  

県からの水の購入費
13億7千万円

施設の維持管理費
8億6千万円

人件費
 11億7千万円

収入　５７億２千万円 支出　５５億６千万円



　施設の建設，改良及び借入金の元金返済などに関する予算です。水道施設を整備・拡充するための経
費とその財源です。

資本的収支

企業債
（国等からの借入金）
　　　　 20億5千万円

工事負担金
 2億7千万円

国からの補助金等
１億2千万円

受託金
 1億円

浄水場の整備費用
 2億4千万円

市内の古くなった配水
管を新しいものへ入れ
替える費用
12億4千万円

ポンプ所等の整備費用
4億3千万円

  簡易水道事業の
建設改良費
 9千万円

収入　２５億４千万円 支出　４２億円

浄水場の統合費用
12億7千万円

借入金の返済
9億2千万円


